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災害被災者のストレス要因 

出典：原子力規制委員会（旧原子力安全委員会）被ばく医療分科会 心のケア及び健康不安対策検討会 
   第３回会合資料3-2号「チェルノブイリ事故時の心のケアについて」より作成   
   http://www.nsr.go.jp/archive/nsc/senmon/shidai/kokoro/kokoro003/kokoro-si003.htm 

・将来の不確実性 
・住居及び職場の安全の不確実性 
・社会の偏見 
・執拗な報道 
・避難先の習慣の違い 

・災害予告ができない             
・被害の範囲の把握が困難   
・将来出現するかもしれない放射線影響 

こころへの影響 

放射線災害特有 

　一般的に、被災者のストレスの要因と言うのは、将来の不確実性、住居及び職場の
安全の不確実性、社会の偏見、執拗な報道、避難先の習慣の違いなどがあると考えら
れています。これに加えて、放射線災害の場合は、災害予告ができない、被害の範囲
の把握が困難、将来出現するかもしれない放射線影響、というストレス要因が加わり
ます。
　特に将来出現するかもしれない放射線影響というのは、いつかがんになるかもしれ
ないという不安を長い間抱えるので、大きなストレスになります。
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放射線事故と健康不安 こころへの影響 

放射線事故によって生じる不安 
・「放射線」による健康影響への不安 
・子どもの現在及び将来における健康影響への不安        

不安の長期化によるこころへの影響 
・メンタルヘルスが悪化する可能性 
・母親の不安が子どもの精神状態に影響を及ぼす可能性 

不安を増大させる要因 
・信頼できる情報を入手できない 
・科学的に正確ではない情報による混乱 
・烙印（スティグマ）と差別 

　放射線事故が起こった場合、放射線に被ばくした可能性があるのか、被ばくした場
合、どのくらい被ばくしたのか、その結果起こる健康影響はどのようなものなのか、
不安を感じます。特に保護者らは、子どもの現在及び将来への健康影響に不安を抱え
ます。
　将来出現するかもしれない放射線の影響による不安が長く続いた結果、メンタルヘ
ルスが悪化します。母親の不安が子どもの精神状態や成長に影響をおよぼす可能性も
指摘されています。
　また、放射線に関する信頼できる情報や、正確な情報を、的確に入手できないこと
により、不安感が高じる場合もあるようです。さらに、汚染や被ばくを受けた住民に
対する社会からのいわれなき烙印（スティグマ）や差別が、メンタルヘルスをさらに
悪化させると報告されています。
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